
一　 位置 と環境

地理 的位置 伊江 島 は沖縄本 島北部、本部 半島の北西11kmに 位置す る面積22.55k㎡、周 囲

21.26kmの 東西 に長い楕 円形の 島であ る。ナ ガラ原東貝塚 は この島の南海岸中央部、標高7m

前後の砂丘上 に立地する。現在、 この地 はたばこ畑 として利用 されている。

自然環境 伊江島の地形 は島の北側 と南側 で対照的であ る。北側 では高 さ20～60mの 急峻 な

崖が海岸線 に沿 って伸 びてお り、 この崖の数百 メー トル内側には高 さ20～30mの 段丘地形が形

成 されている。一方、南側 はなだ らかな段丘地形 となってお り、海岸 には大小の砂丘が形成 さ

れ、海 にはサ ンゴ礁 や イノー(礁 池)が 発達 している。

島 には旧石器時代か ら近世 に至 るまで各時代の遺跡が点在す る(第1図)。 ナガラ原東貝塚

をは じめ沖縄貝塚時代 を主体 とする遺跡は、島の南海岸の砂丘 に集中 している。(鬼 木)



二 調査経過

1.調 査の 目的

熊本大学文学部考古学研究室では、沖縄貝塚時代にお ける生業 と交易の実態 を明 らか にする

ことを 目的 として、1998年 か ら2002年 、2009年 の計6次 にわたって、ナガラ原東貝塚 の発掘調

査 を実施 して きた(調 査総面積134.61㎡)。 本遺跡 は沖縄貝塚時代前期お よび中期、同後期 中

頃か ら後半の層 を複数含んでお り、沖縄貝塚時代の変遷 を考える上で大変重要な遺跡である。

今回の調査では、遺物包含層 における遺構 の検出 と沖縄貝塚 時代後期における時期的変遷の解

明 を目的 と して、IV下 層 とV層 の発掘 を行なった。(松 崎)

2.過 去の調査(第2図 、第3図)

ナガラ原東貝塚 は1977年 に伊江村教育委員会が実施 した遺跡分布調査 において発見 された。

その後 同教育委員会 によって試掘調査が行なわれ、沖縄貝塚時代 中期 と、 同後期 中頃か ら後期

後半の2時 期の遺物包含層が確認された(1)。

1998年 に本研究室が調査 を開始 し、遺

物包含層の堆積状況 とその範囲 を確認す

るた め に、 東西20m、 南 北25m、 幅0.7

mの トレンチ と、5×5mの グ リッ ド

(北1西1グ リ ッ ド)を 設定 して掘 り下

げを行 なった。地表面で は東西50m、 南

北30mの 範囲に遺物 が散布 していたが、

発掘の結果、遺物包含層 は散布範囲 より

さ らに北 に広が っていることが確認 され

た。 また、電気探査 とレーダー探査に よ

り、遺跡の範囲が さらに東 に延 びている

ことが明 らかになった(2)。

1999年 の第2次 調査は、遺構 の検出 と

遺跡の北 限の特 定を 目的 として実施 した,

北1西1グ リッドの北 に新 たに2つ の グ

リッ ド(北2西1・ 北3西1グ リッ ド)

を設定 し、 さ らに北側 に トレンチを延長

した(北 トレ ンチN5～N7)。 北1西

1グ リッドをV層 上面 まで掘 り下 げ、北

2西1グ リッ ドと北3西1グ リッ ドをど

ち らもIV層 の下部 まで掘 り下 げた。その

結果、IV層 下部 に貝殻の密集 した廃棄遺

構 の存在 を確認 し、IV下 層 と名付 けて区

分 した。 この遺構 の形成過程 を解 明す る

ために、土器の接合作業に加 えて、出土





数の多い シャコガイ科貝類(以 下、シャコガイ)の 合弁状況の調査を開始 した。IV下 層の時期

は、出土 した土器の特徴か らアカジャ ンガー式期 に近 いと判断 された。動植物遺体の土壌サ ン

プルを個別に採取 し、専 門の研究者 に分析 を依頼 した。その結果、IV下 層の土壌か らイネが検

出 され、その解釈が問題 となった(3)。

2000年 の第3次 調査では、北2西1グ リッド、北3西1グ リッ ド、北2東1グ リッ ドを設定

し、IV下 層の形成過程解 明のために、ほぼすべ ての遺物の出土位置 を記録 した。 またイネが出

土 したことの意味 を検討す るために、遺跡 の土壌 と出土土器胎土中のイネのプラン ト ・オパー

ルについて、専 門の研 究者 に検討 を依頼 した。 しか し、 プラン ト・オパールは確認 されなかっ

た(4)。

2001年 の第4次 調査では、IV下 層の完堀 と遺跡の東 限の確認 を 目的 とし、北2西1グ リッ ド、

北3西1グ リッ ド、北2東1グ リッ ドの3グ リッ ドを設定 した。 また、IV下 層の東側への広が

りを確認す るために第2東 トレンチを設定 した。 イネがⅡ 層か らIV層 において検 出され、ナガ

ラ原東貝塚 にイネが継続的に存在 した可能性が高まった(5)。

2002年 の第5次 調査で は、北2西1グ リッ ド、北3西1グ リッ ド、北2東1グ リッ ドを設定

し、W下 層の完掘 を 目指 した。その後、北1西1グ リッ ドも調査範囲に加 えてV層 の調査 を進

めた。その結果、北1西1グ リッ ドV層 で ピッ ト8基 と、炭化物 を多 く含 む径1m程 の黒色土

を検 出 した。 また、確認のためにイネ自体の14C年 代 を測定 したところ、「現代」 を示す複数の

年代値が得 られた。耕作者等へ の聞 き取 りを行なった結果、土壌 内の イネが20年 前の施肥 によ

るものだ とわか り、砂層内での微少な物体の移動についての注意が喚起 された(6)。

2009年 の第6次 調査で は、沖縄貝塚時代後期前半か ら後半へ の変遷の実態 を再検討すること

を目的に、北1東1グ リッ ドと北1西1グ リッ ドを設定 した。V層 で南 九州の成川式土器が出

土 し、同 じ層で出土 した在地土器 とともに分析 を行 なった。その結果、V層 が沖縄貝塚時代後

期前半 の大 当原式か ら後半のアカジャンガー式 に移行する時期 で、南九州の古墳時代中期 頃に

対応 するこ とが明 らかになった(7)。(吉 田)

3.調 査 区の設定 と調査経過(第2図 、第4図)

今回の調査 は2010年8月27日 か ら9月7日 までの12日 間実施 したが、期 間中 に二度の台風に

見舞われ、 日程的 に大幅 な制約 を受けた。調査基準点PO(以 下、PO)は 前回の調査で設定 し

て いた3つ の測量点(09K1・09K2・09K3)か ら復元 した。調査区 は前回の調査 と同 じ北1

東1グ リッ ド、北1西1グ リッ ドである。

北1東1グ リッドではIV下 層の完掘およびV層 上面 における遺構の検 出を 目的 として、Ⅳ 下

層の掘 り下 げを進めた。前 回の調査 と同様にグ リッ ド内を4つ(1～IV区)に 区分 し、西側 と

中央 に断面観察用ベル トを残 した。1、H、IV区 ではV層 上面 を検 出で きたが、Ⅲ 区ではV層

上面 に至 らなか った。

北1西1グ リッドでは、V層 の完掘 とW層 上面における遺構 の検 出を目的 として作業を進め

た。 グリッ ド内 を4つ(1～Ⅳ 区)に 区分 し、中央 に25cm幅 の断面観察用ベ ル トを残 した。第

6次 調査終了時 にⅦ層上面 に達 していたのは 皿区のみであったため、Ⅰ 、Ⅱ 、IV区 を掘 り下げ

た。 しか し、V層 とⅦ層の違いが不明瞭 になったため、これ をグリッ ド東壁の土層断面におい

て精査 した。その結果、Ⅶ 層か らV層 への漸移層にあたるV/Ⅶ 層の存在 を新たに確 認 した。

その後、 皿区上面 を改 めて精査 し、 これ もV/孤 層上面であ ることがわかった。 なお、V/Ⅶ



層上面 ではピッ トを5基 検出 した。

調査 の期 間中 に、動植物遺体 の検討 を行な うため、 これ までの調査 と同様 にコラムサ ンプリ

ングを行 なった。貝類遺体 と脊椎動物遺体 に関 しては、黒住耐二先生、樋泉岳二先生 にご指導

いただ き、北1東1グ リッ ドのⅢ 区で分析用の土壌サ ンプルをⅢ 層か らⅦ層 にわたって採取 し

た。 また、北1西1グ リッ ドⅡ区でV層 の土壌 を採取 し、植物遺体用サ ンプルとした。松 田順

一郎先生 には砂層 の堆積 についてご指導 いただいた。

9月6日 に現地説明会 を実施 し、30余 名の参加者を得た。同7日 に埋め戻 しと現場の撤収 を

行 ない、調査 を終 了 した。調査面積 は42.75rdで あ る。(松 崎)



三 調査成果

1.層 序(第5図)

基本的 な層序 は第6次 調査 までの ものに準 じるが、若干の変更点が ある。

Ⅰ層 は厚 さ20～30cmの 表土層、Ⅱ 層 は厚 さ30～40cmの 混砂土層、Ⅲ 層 は褐色の混土砂層で下

位 にい くに したがって黒味を帯びる。1、Ⅱ 層は現代の耕作 によって撹乱 を受けている。この

撹乱 は一部Ⅲ 層に及 んでいるためⅢ 層 も掩乱層 と認識 されていたが、前回土器 を改 めて分析 し

た結果、Ⅲ 層の土器 も独 立 した様相 を示 していることが わか った(1)。 堆積状況の観察か らも

この ことが確 認 されたため(2)、 独立 した時期の遺物包含層 とみな した。

IV層 は貝殻 を多 く含む遺物包含層で、その中で も貝殻が特 に集中 している層下部 をIV下 層 と

して区別 している。IV下 層は厚 さ20～30cmの 暗褐色混土砂層 で、土器、石器、鉄器、貝類遺体 、

脊椎動物遺体や炭化物 を含む廃棄遺構の層である。遺物 は北1東1グ リッドの北東側 に密集 し、

南側 では希薄である。 グ リッ ド北側では土壌 に多 くの炭化物が含 まれてい るのに対 し、南側で

は少な く砂質が強い。

V層 は厚 さ20～40cmの 明褐色の砂層で、遺物包含層である。検出 される遺物 はIV下 層 とほぼ

同 じだが、層内に貝粉 をよ り多 く含んでいる。下位にい くに したがって、土 の しま りが強 くな

り、粘質 になる。 また、遺物 の出土量 は下位 にい くほ ど少ない。

今 回の調査でV層 か ら孤層 にかけて両者の土が混在 している部分を新たに確認 した。 この状

況はIV層 とV層 の境界で認め られた旧IV/V層(3)と 共通 しているが、層の境界の解釈は遺跡

の形成過程 を考 える上 で重要 なので慎重 を期す ことに した。VⅢ層 の調査 と堆積調査 の所見 を

待 って最終の判断を下す こととし、今 回は孤層か らV層 への漸移層 としてV/Ⅶ 層 と呼称す る。

なお、北1東1グ リッ ド、北1西1グ リッ ドにおいてV[層 は確認 されていない。(松 暗)

2.ピ ッ ト(第6図)

これ までの調査 において北1西1グ リッ ドのV層 上面で9基 の ピッ ト(P1～P9)を 検出

している(4)。 今 回の調査では同グ リッ ドのV/冊 層の上面で5基 の ピッ トを新 たに検 出 した。

これ らには前回の調査 までに検出 されたピッ トの番号 を継承 し、PlOか らP14ま での番号 を割

り振 った。 ピッ トはすべて半裁 し、完掘 した。P14を 除 くピッ ト内では、黒色土 とともに土器

片や、 リュウキュウヒバ リガイ、 ミドリアオリなど小型の貝類遺体 、魚骨、焼けた痕跡が認め

られる獣骨 を確認 した(第2表)。 ピッ トはいずれ も黒色土 の堆積が浅 く、掘 り込み 自体 は不

明確 で、 ピ ッ ト全体の配列 に規則性 は認め られなかった。以上の ことか ら、 これ らを建物の柱

穴 と断定す ることはで きない。(平 木)
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